
○都立学校では、生成AIを学習や校務に積極的に活用しており、その取組の蓄積を踏まえ、今後、生成AIの活用を

前提に、学習・校務のあり方を変革していく必要

○都立高校での「新たな教育のスタイル」の確立に向けて、今後、次世代のデジタル基盤を構築し、学び方や教え方

を改革して、自立した学習者を育成していく必要

○公立学校では、システムの導入により校務の効率化を進めており、今後、システム間のデータ連携や

基幹システムの共通化に取り組み、教員の働き方を改革していく必要

現状・課題

○令和６年3月に「東京都学校教育情報化推進計画」を公表（計画期間：令和６～1０年度）

○近年のAI技術の進展や「新たな教育のスタイル」を踏まえ、新たな5か年計画（令和9～13年度）として改定

※国も、同計画(計画期間：令和４～９年度)を３年経過後の令和７年度に見直し

計画改定の必要性

学校現場におけるより一層の「DX」の推進に向け、有識者会議を設置

１ 設置目的

○計画改定にあたり、ＤＸの観点から「学び方」「教え方」「働き方」の改革に向けた重要テーマについて議論

○幅広いデジタル関連施策を体系的に計画に位置づけるための意見を聴取（現行計画には、約90施策が掲載）

２ 重要テーマ

○AI時代に求められる資質・能力と学び方のあり方

○「新たな教育のスタイル」を踏まえた学習・評価データの利活用のあり方

○教職員の働き方を支える校務DX環境のあり方

３ 開催予定

〇第1回会議を８月6日（木）に実施し、年4回程度開催。年度内に提言を実施予定

会議の概要

＜添付資料＞ 「学校教育のDX推進に向けた有識者会議」の設置について



〇 ＤＸの視点から様々な議論がなされるよう、学識経験者、産業界から5名選任

委員

氏名 所属等

１ 海老沢 穣（えびさわ ゆたか） 一般社団法人 SOZO.Perspective 代表理事

２ 國本 知里（くにもと ちさと）
シンシアリー株式会社 代表取締役
経済産業省 Society 5.0 時代のデジタル人材育成に関する検討会委員

３ 田村 知子（たむら ともこ） 早稲田大学 教育・総合科学学術院 教授

４ 寺尾 尚大（てらお たかひろ） 大学入試センター研究開発部 試験技術研究部門 准教授

５ 吉田 塁（よしだ るい）
東京大学 大学院工学系研究科 技術経営戦略学専攻准教授
Co-chair of the Technical Expert Group and Leader of the AI Engineering Team, 
the AI Curriculum Analyzer project, Future of Education and Skills 2040, OECD

オブザーバー

氏名 所属等

１ 永島 崇子（ながしま たかこ） 花畑学園校長

２ 堀口 俊英（ほりぐち としひで） 「新たな教育のスタイル」の実施校(仮称)開設準備担当 校長

「学校教育のDX推進に向けた有識者会議」の設置について

（五十音順・敬称略）
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